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平成２４年度第３回教育研究評議会 議事要旨 

 

 日 時 平成２４年５月１６日（水）１６時０４分開会 

 場 所  第１会議室 

出席者 １９名 

山本学長，大矢理事（教育担当副学長）， 奥田副学長，鈴木評議員（言語センター長）， 

李評議員（ビジネス創造センター長），穴沢評議員（国際交流センター長）， 

寺坂評議員（経済学科長），プラート評議員（商学科長）， 

多木評議員（企業法学科長），持田評議員（社会情報学科長）， 

岡部評議員（一般教育系学科主任），小田評議員（現代商学専攻長）， 

近藤評議員（アントレプレナーシップ専攻長），金評議員（商学科教授）， 

林評議員（企業法学科教授），中村（隆）評議員（社会情報学科教授）, 

上野評議員（一般教育等教授）山本（久）評議員（言語センター教授）， 

瀬戸評議員（アントレプレナーシップ専攻教授） 

公欠者  １名 

和田理事（総務・財務担当副学長） 

欠席者  ２名 

横田評議員（経済学科教授），平沢評議員（情報処理センター長） 

 

議事に先立ち，山本学長から，報告事項３のタイトルを「認証評価，自己点検・評価及び

外部評価の実施について」に変更する旨,説明がなされた。 

続いて,事前に配付している前回（４月１８日）開催の平成２４年度第２回教育研究評議

会の議事要旨の確認がおこなわれた。 
 

審 議 事 項 

 

１．小樽商科大学名誉教授の称号の授与について 

  山本学長から，平成２４年３月３１日付けで退職された１名の元教授に対する本学名誉

教授の称号の授与について，再提案がなされた。 

  なお，称号の授与については，構成員が審議資料１を確認の上，投票により決すること

にしたい旨，提案がなされた。 

  続いて，意見交換が行われ，今回の称号の授与に係る手続き等については，今回限りの

特例とし，次回以降の手続き等については，改めて検討することとされた。また，資料の

内容についても，再確認が行われた。 

  引き続き，投票が行われ，開票の結果，出席者の過半数の票を得ることができなかった

ため，今回の称号の授与については，見送ることとされた。 
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２．平成２４年度相互理解覚書（交流協定）及び学生交換協定の締結（更新）について 

  山本学長から，平成２４年度相互理解覚書（交流協定）及び学生交換協定の締結（更新）

について，提案がなされた。 
続いて，穴沢国際交流センター長より，審議資料２に基づき，説明がなされた。 

  なお，承認後の先方大学との内容協議については，学長一任とし，実際には国際交流セ

ンター長が先方大学と協議を行ない，合意に至った段階で，再度，国際交流委員会にて審

議を行い，了承された後には，直接，学長による決裁で，協定更新の署名・発効すること

を併せて，提案するが，重要な変更等がある場合は，従来どおり本評議会に諮ることにし

たい旨，補足説明がなされた。 

  引き続き審議が行われ，原案どおり承認された。 

 

 

報 告 事 項 

 

１．平成２４年６月期勤勉手当における評価基軸について 

  山本学長から，報告資料１に基づき，平成２４年６月期の教員の勤勉手当に係る成績率

に決定にあたり，本学の取扱い基準に基づき評価基軸を決定した旨，報告がなされた。 

  なお，評定期間中の教員の個々に係る学術上の業績等については，各学科長等から意見

を聞くことにしたい旨，補足説明がなされた。 

 

２．平成２３年度相互理解覚書（交流協定）及び学生交換協定の締結（更新）について 

穴沢国際交流センター長から，相互理解覚書（交流協定）及び学生交換協定について，

報告資料２に基づき，平成２３年度には協定校２校との協定の締結（更新）が完了した旨，

報告がなされた。 

 

３．認証評価，自己点検・評価及び外部評価の実施について 

  奥田副学長から，認証評価，自己点検・評価及び外部評価の実施について，報告資料３

に基づき，報告がなされた。 

 

次回の会議日程 

 次回の教育研究評議会は，５月３０日（水）に開催する予定である。 

 

以 上 

 


